
地方独立行政法人岐阜県立下呂温泉病院の中期計画の変更について

地方独立行政法人岐阜県立下呂温泉病院（以下「法人」という。）の中期計画について、地方独

立行政法人法第26 条第１項の規定に基づき、平成24 年 1 月 11 日付けで法人から知事に対し変

更の認可の申請があったため、これを認可することに関する同法第 26 条第 3 項の規定に基づく

当評価委員会の意見について検討する。

１ 中期計画変更の理由

施設整備事業に要する事業費の変更

病院の新築・移転に関する基本計画を平成２１年度に策定され、それに基づき法人により平成

２２年度上期に基本設計、平成２２年度下期から平成２４年１月にかけて実施設計が行われてい

るが、設計段階で駐車場用地を追加購入するため事業費を見直すことになり、これは当初中期計

画を策定した時点では予定していなかったものであるため、当該事業費等を反映させた中期計画

とするもの。

【事業の変更内容】

病院の基本設計を検討する中で以下のような計画の見直しが行われ、駐車場用地の追加取得

を行うために事業費の見直しが行われた。

○ 病院本棟の北側に透析・健診用の駐車場を新規に整備

○ 一般来院者の出入口を見直すために当初の来院者用駐車場予定地を一部転用

これを受け、職員駐車場を追加購入する用地に変更

変更前（基本計画） 変更後（基本設計）

購入用地面積

（一部隣接水路・道路用敷地を含む）

約２．８ｈａ 約３．２５ｈａ

駐車場台数

（来院者、職員用、業務用の合計）

５００台 ５５０台

新病院施設・医療機器等整備 ８，７８６百万円 ９，４５５百万円

２ 中期計画変更の内容

「３ 予算（人件費の見積含む。）、収支計画及び資金計画」に、当該用地購入面積の変更等

に係る支出及び収入の増減を反映させる。

※詳細は、別紙新旧対照表（資料１－３）のとおり。
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